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東医大誌　62（1）：l12－130，2004
第152回東京医科大学医学会総会
日　　時：平成15年ll月1日（土）13：00～16：35
会　場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
当番教室：生化学講座、泌尿器科学講座
■東京医科大学雑誌投稿論文奨励賞・医学会奨励賞受賞講演並びに表彰
1．投稿論文奨励賞受賞講演
　　1）臼田　三郎（産科婦人科学講座）
　　　トロホブラストにおけるMatrix　Metalloproteinase（MMP）一2およびMMP－9の産生とその浸潤能との関
　　　連性
　2）三浦　崇幣（内科学第五講座）
　　　Differential　effects　of　cyclooxygenase－2　on　vascular　endothelial　growth　factor　production　in　gastric　fibroblasts
　　　and　cancer　cells（胃線維芽細胞と胃癌細胞での血管内皮増殖因子（VEGF）産生に対するCOX－2の役割
　　　の相違性）
　3）小林由佳子（免疫学講座）
　　　Engagement　of　membrane　immunoglobulin　induces　tyrosine　phosphorylation　of　Jak2　and　Stat5　with
　　　down－regulation　of　interferon　regulatory　factor－1／一2　in　Ramos　B　lymphoma　Cells
　　　（Ramos　Bリンフォーマ細胞の抗原受容体架橋によって誘導されるJak2／Stat5チロシチロシンリン酸化
　　　およびIRF－1／IRF－2の低下）
2．医学会奨励賞受賞講演
　　1）小方　二郎（外科学第三講座）
　　　5－fluorouracil（FU）および選択的シクロオキシゲナーゼ2（COX－2）阻害剤の併用投与による抗腫瘍効
　　　果に関する検討：特に、5－FU増強効果とメカニズムについて
　2）猪越　英明（薬理学講座）
　　　マウスの情動性および脳内モノアミン動態に対する選択的5－HT7受容体拮薬DR4004の効果
　　3）渡辺　大介（老年病学講座）
　　　痴呆性疾患におけるリボ蛋白の関与
■特別講演
1．井坂　恵一主任教授（産科婦人科学講座）（62（1）：3～8）
　　子宮温存を目的とした子宮筋腫に対する低侵襲性外科手術
■シンポジウム
　　診断・治療に応用可能な細胞生物学的解析法　　　　　　　　　　　　　　座長　橘　　政昭主任教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長井　光三　助教授
（1）
